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The function of musical education of
the NHK radio program “The Infant Hour”：
Its historical role and transformation from1935to1952
Hiroko OCHI
Abstract
Aiming for the creation of new nursery rhymes for the post-war era, NHK’s “The Infant Hour” radio
program, which began in1935，commissioned rising composers and songwriters of the time. Many of the
children’s songs that are still popular, including “Tonbo no megane（The Glasses of Dragonfly）,” “Medaka
no gakko（The School of Killifish）,”, and “Zo¯san（The Elephant）,” were made for “The Infant Hour”.
Tracing the history of the program and using reports from the Broadcasting Culture Research Institute, I in-
vestigated the mode of receptor through and broadcasting script and listening experiments on listener, in the
rhythm and teaching singing in this paper ingenuity and educational considerations for the infant was ob-
served, enlightening character of the show as a ‘school broadcasting’ was revealed.
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昭和14年5月 同年6月 昭和21年5月 同年6月
幼児の時間 子供の時間 幼児の時間 子供の時間 日 幼児の時間 子供の時間 幼児の時間 子供の時間
童話 お話 お話 お話 1 うたのおけいこ
童話 吹奏楽 ラヂオ・アソビ 仲よし子ども唱歌会 2 たのしい謠 仲よし希望音楽会
オハナシ 物語 童謠・唱歌・他 物語 3 歌あそび
うたのおけいこ お話 ？／科学物語 4 たのしいうた お話と歌 名曲をききましょう
童話劇，うたのおけいこ ？ 童謡・玉手箱 お話 5 小さな音楽会 仲よし音楽会
唱歌 お話と音楽 お話 お話？ 6 歌のおけいこ 楽しい歌
ラヂオスケッチ／童話劇 お話 ？ 7 名曲をききましょう お話と音楽 仲よし希望音楽会
童謡おもちゃ箱 童話 お話と音楽 物語 8 童謡唱歌集 歌のおけいこ
オハナシ ？ リズム遊び 連続劇 9 たのしい歌 小さい音楽会
リズムあそび ？ 童謡・玉手箱唱歌他 お話 10 お話と歌
お話と音楽 お話 歌絵巻／？ 11 たのしい歌 リズム遊び 名曲をききませう
お話と音楽 ラヂオヴァラエティ 小さな音楽会（一） 童謡ヴァラエティ 12 小さな音楽会 楽しい歌
よい音楽 ラヂオヴァラエティ お話 世界の名作から（六） 13 歌のおけいこ
？ ラジオ・ドラマ 童謡物語 世界の名作から（七） 14 音あそび 名曲をききましょう 仲よし音楽會
童謡物語ラヂオの？ 音楽会 連續童話 ラヂオ理科教室 15 うたのおけいこ
うたのおけいこ（一） 世界の名作から（四） 連續童話 童話 16 たのしい歌 お話と歌
うたのおけいこ（二） 世界の名作から（五） 童謠・唱歌他 うたのおけいこ六月 17 ラヂオ遊戯のおけいこ 名曲をききましょう
指あそび 童謠 うたのおけいこ／ラヂオドラマ 18 たのしい歌
お話と音楽 連続劇 ラヂオ紙芝居 対話劇 19 ピアノと童謡 たのしい歌動物園
独唱と斉唱 うたのおけいこ オハナシ 不思議問答 20 うたのおけいこ 対話と歌
うたのおけいこ 童謡物語 童謡劇 21 リズム遊び 名曲をききましょう
ナシ ハーモニカ合奏 歌のおけいこ（一） お話 22
オハナシ お話と録音 歌のおけいこ（二） 童話劇 23 たのしい歌 アコーディオンと童謡童謡 小さな音楽会
おとのナゾナゾ 斉唱と合唱世界唱歌名曲集 童謠・唱歌他 輝く進軍（三）24 対話と歌 お話と歌
連続童話 国史劇 管弦楽（解説付）／童話劇 25 みんなで歌ひませう 名曲をききましょう
連続童話 ラヂオ理科教室 小さな音楽会 子供のオーケストラ 26 ラジオ遊戯のおけいこ
よい音楽（レコード） 輝く進軍 童話 音楽劇 27 歌あそび たのしい歌
管弦楽／童話 童謡物語 科学劇 28 名曲をききましょう アコーディオンと童謡
リズムあそび お話 お話 科学劇 29 みんなで歌ひませう
オハナシと唱歌 不思議問答 管弦楽と独唱 斉唱と合唱世界唱歌名曲集 30 たのしい歌
お話 物語 31 楽しい音楽
表1 番組確定表より
※音楽を扱った番組には影を付け，判読不能部分は？で示している。 （作表者：大地宏子）
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合計
幼稚園 保育園
計 公立 私立 計 公立 私立
合 計 100．0％ 100．0％ 100．0％ 100．0％ 100．0％ 100．0％ 100．0％
（156） （99） （25） （74） （57） （20） （37）
6回 12．8％ 9．1％ 24．0％ 4．1％ 19．3％ 25．0％ 16．2％
5回 1．3％ 1．0％ 0％ 1．4％ 1．8％ 5．0％ 0％
4回 6．4％ 6．1％ 12．0％ 4．1％ 7．0％ 10．0％ 5．4％
3回 17．9％ 18．2％ 20．0％ 17．6％ 17．5％ 10．0％ 21．6％
2回 19．2％ 19．2％ 16．0％ 20．3％ 19．3％ 10．0％ 24．3％
1回 9．6％ 7．1％ 8．0％ 6．8％ 14．0％ 10．0％ 16．2％
不定 27．6％ 31．3％ 12．0％ 27．8％ 21．0％ 30．0％ 16．2％



















計 公立 私立 計 公立 私立
合 計
100．0％ 100．0％ 100．0％ 100．0％ 100．0％ 100．0％ 100．0％
（344） （216） （41） （175） （128） （42） （81）
きかせている 45．3％ 45．8％ 66．0％ 42．2％ 44．5％ 42．6％ 45．6％
きかせていない 53．5％ 53．3％ 36．6％ 57．2％ 53．9％ 55．3％ 53．2％










































の2／3以上ならば A，2／3未満1／3以上ならば B，1／3未満ならば Cという
評価を，年長者と年少者の別に与える。
計 6回 5回 4回 3回 2回 1回
100％ 27．0％ 8．7％ 14．3％ 32．5％ 12．7％ 4．8％
（126） 35．7％ 46．8％ 17．5％
表4幼稚園・保育所に通園していない幼児における一週の聴取平均回数
（註）100％の下の括弧内は実数を示す。
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評 点
興 味 理 解 注 意
全体 年長者 年少者 全体 年長者 年少者 全体 年長者 年少者
A A B B A B
前半 A A A

































































































































興 味 理 解 注 意
全体 年長者 年少者 全体 年長者 年少者 全体 年長者 年少者
B A B
前半 B A B








































































































1．ウメノ 小枝デ，ウグヒスハ， 2．雪ノ オ山ヲ キノフ 出テ，
春ガ 来タヨト ウタヒマス。 里へ 来タヨト ウタヒマス。
ホウ ホウ ホケキョ， ホウ ホウ ホケキョ，
































































ホーホケキョ ホーホケキョ ⑤ケキョ ケキョ ケキョ ケキョ ホーホケキョ
みんなで云ってみませう。

















弘田 それから ケキョケキョケキョケキョ はい
一同 ケキョケキョケキョケキョ
弘田 次は ホーホケキョ 一回だけです。はい
一同 ホーホケキョ
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弘田 それを続けて
一同 ホーホケキョ ホーホケキョ ケキョケキョケキョケキョ ホーホケキョ（ピアノ一回）
弘田 もう一度
一同 ホーホケキョ ホーホケキョ ケキョケキョケキョケキョ ホーホケキョ
（ピアノ反復三回）
斉唱 鶯
1．朝日がさした 隣の梅に 2．朝日がさした 後の藪に
あれあれ 聞こえる またまた 聞こえる
ホーホケキョ ホーホケキョ ホーホケキョ ホーホケキョ
ケキョケキョ ケキョケキョ ケキョケキョ ケキョケキョ
ホーホケキョ ホーホケキョ
あのよい聲で 優しい聲で あのよい聲で 優しい聲で




























② 部分 ③ 部分 ⑤ 部分
｜ ｜ ｜
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なされている（安藤一郎・佐藤義美編『世界童話文学全集18世界童謡集』講談社，1961年，306―314頁／小林
純一「幼児のうたの成り立ち」『日本童謡』第6号，学習研究社，1971年，2―9頁／こわせたまみ「戦後童
謡四十年の軌跡―その流れと人と―」『季刊どうよう』第20号，チャイルド本社，1990年，9―15頁／畑中圭
一『日本の童謡誕生から九〇年の歩み』平凡社，2007年など）。
2 『子供の時間』についての詳細や同番組における音楽教育についての研究は，葉口英子「昭和初期（1925―1937
年）のラジオ番組『子供の時間』にみる音楽に関する考察」『静岡産業大学情報学部研究紀要10』2008年，79―
96頁，および大地宏子「NHKラジオ番組『子供の時間』に見る戦前の音楽教育の一考察―番組月刊誌『コド
モのテキスト』における『特選童謡』を中心に―」『鶴見大学紀要第3部保育・歯科衛生編』第48号，2011年，
51―60頁を参照。
3 大阪中央放送局（BK）では，東京より先行して昭和8（1923）年から『幼児の時間』の放送を始めていた。
4 放送開始初年の昭和10年度は毎週火曜日の午前10：10から10分間（12年4月からは15分間），12年10月から毎
週火曜日と金曜日の午前11時から15分間，14年度から日曜を除く毎日午前9：45から15分間（16年度からは
午前10：00から10分間）…という具合に，戦前は放送時間が定まっていなかった。
5 しかしながら，日華事変以降の戦時体制によって設置された情報局の権力行使などに伴い，改組当初からの
諮問機関である放送審議会や放送編成会の存在意義はしだいに薄らぎ，昭和16（1931）年にはそれらの会議
は廃止されるに至った。さらに同年4月に国民学校制度が実施されたのを機に，「学校放送」は「国民学校放
送」と名称を変え，その結果，同9月には文部省告示をもって『幼児の時間』を含む「国民学校放送（＝学
校放送）」は教科用図書などと同様に教材として，教科書と同格の立場で学校教育に参加するようになった（国
民学校令施行規則に基づく）。また，文部省は省内に学校放送研究会を設け，その指導・監督を強化するよう
になり，番組の指導統制は次第に強まっていった。
6 『ラヂオ年鑑 昭和10年』日本放送出版協會，1935年，15頁。
7 『ラヂオ年鑑 昭和11年』日本放送出版協會，1936年，47頁。
8 武井照子「幼児番組の変遷〈その3〉～終戦後の番組再開から『うたのおばさん』まで～」『放送教育』9月
号，日本放送教育協会，1995年，71頁。
9 どの資料にも放送の終了時期が表記されていないため，それを正確に断定するのは難しいが，次の二通りが
考えられる。一つは，『幼児の時間』という大タイトルが『母と子の窓』に改称された昭和38年をもって終了
したとするか，あるいは昭和40年に大タイトル『みんなたのしく』（昭和39年に『母と子の窓』から改称）が
外れて以降，ここに含まれていた個別の番組名がタイトルそのものとなり，そのうちの一つ「お話でてこい」
という朗読番組の放送が今なお続いていることから，現在も放送継続中と考えるか（すなわち今年で78年目
の放送を迎える），いずれかである。
10 日本放送協会編著『20世紀放送史上』日本放送出版協会，2001年，133頁。
11『ラヂオ年鑑 昭和13年』日本放送出版協會，1938年，103頁。
12『ラヂオ年鑑 昭和15年』日本放送出版協會，1940年，150頁。
13 昭和2（1927）年にコロムビア，ビクター，ポリドールのレコード会社が相次いで創立され，大正期に作ら
れていた童謡を次々とレコード化し始めた。その後，各レコード会社は作詞家，作曲家，歌手，オーケスト
ラ楽団に専属制度を敷き，自社で新たに作った童謡を録音するようになる。これらの多くは芸術的・児童文
化的な高度性より多くの子どもたちに受容されることを第一義として作られざるを得なかったため，歌詞は
耳で理解できる分かりやすいもの，曲はセンチメンタルで歌いやすいものが要求される傾向にあった。また，
こうした童謡を歌う少女歌手たちの喉をつめたような発声法も批判の対象となった。そのため，こうした童
謡は「大衆としての子どもに阿た童謡」あるいは，「芸術的価値の低い大衆的童謡」という含みを持たせて「レ
コード童謡」と呼ばれるようになったのである（上笙一郎編『日本童謡事典』東京堂出版，2006年，428頁な
ど参照）。
14『ラジオ年鑑昭和26年』日本放送出版協会，1951年，95頁。
15 公には閲覧できない文献だが，本研究のために閲覧の許可を得，内容の書き写し作業を行った。
16 日本放送協会編『日本放送史上』日本放送出版協会，1965年，巻末資料参照。
17 同前，594頁。
NHKラジオ番組『幼児の時間』における音楽教育プログラムとその変遷 199
18 日本放送協会編『日本に於ける教育放送』日本放送協会，1937年，108頁。
19 総理府統計局『第二回日本統計年鑑』日本統計協会，1951年，410頁。
20 他に，（主に「学校（幼稚園を含む）」を対象にした）「無料聴取加入数」を主要な都市ごとに示した資料によ
ると，『幼児の時間』の放送が開始された昭和10（1935）年から12年（1937）末にかけて東京では181園から
216園（他大阪では160園から186園など）だったのが，終戦後の昭和22（1947）年には東京で295園など都市
部の合計では760園が聴取加入園となっている（『放送』12月，日本放送協會，1936年，53頁／同11月，1937
年／同3月，1938年／『ラジオ年鑑昭和23年』日本放送出版協会，1948年，231頁参照）。
21 総理府統計局『第三回日本統計年鑑』日本統計協会，1952年，374頁。
22 総理府統計局『第十二回日本統計年鑑』日本統計協会，1962年，458頁。
23 総理府統計局『第三回日本統計年鑑』日本統計協会，1952年，374頁。
24 文部省『幼稚園教育百年史』ひかりのくに，1979年，820頁。
25 同前，827頁。
26 同前，831頁。
27 放送文化研究所編『幼児向け放送の研究』放送文化研究所，1950年，30頁。
28 同前，35頁。
29 同前，34頁。
30 同前，25頁を参照。
31 同前，46頁。
32 同前，107―109頁。
33 文部省『うたのほん下教師用』1941年，29頁。
34 同前，118―119頁参照。
35『ラジオ年鑑昭和26年』日本放送出版協会，95頁。
36 放送文化研究所編，前掲，125―133頁。
付記
本稿は，平成25年度岐阜聖徳学園大学の研究助成を受けて行った研究成果の一部である。
